
特集
会
計
不
正
終
わ
り
な
き
戦
い

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
導
入
に
よ
る
自
動
処
理
で
、

暗
黙
知
を
形
式
知
化
へ

不
正
の
予
兆
検
知
や
リ
ス
ク
管
理
で

「
必
要
条
件
」
と
な
る
Ａ
Ｉ
利
用

企
業
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
導
入
は
今
年
、
爆
発
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
は
業
務
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
悉
皆
的
に
収
集
し
た
事
実
と
多
様
な
組
織
内
外
デ
ー
タ
に
基
づ
く
推

論
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
部
統
制
・
リ
ス
ク
管
理
分
野
で
こ
そ
極
め
て
有
効
だ
。
こ
れ
ま
で
金

融
機
関
に
お
い
て
、
主
に
ベ
テ
ラ
ン
の
暗
黙
知
に
依
拠
し
て
き
た
粉
飾
決
算
・
会
計
不
正
な
ど
の
検
知

や
予
兆
管
理
の
分
野
で
は
今
後
、
そ
の
効
用
と
限
界
を
知
っ
て
導
入
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
ろ
う
。

事
業
会
社
が
先
行
す
る

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
元
年

　

金
融
機
関
に
お
い
て
粉
飾
決
算
・

会
計
不
正
な
ど
の
検
知
や
社
内
外
に

お
け
る
リ
ス
ク
顕
現
の
予
兆
管
理
は
、

リ
ス
ク
管
理
や
内
部
監
査
業
務
に
長

く
携
わ
る
ベ
テ
ラ
ン
に
主
に
依
拠
し

て
き
た
。
そ
う
し
た
人
材
は
業
務
に

精
通
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
サ
ン
プ

ル
情
報
か
ら
今
後
、
起
こ
り
得
る
事

象
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
ス
キ
ル
は
属

人
的
で
あ
り
、
転
勤
や
後
継
の
育
成

に
課
題
が
あ
っ
た
。
取
り
扱
う
デ
ー

タ
も
金
融
機
関
の
内
部
デ
ー
タ
か
ら

の
サ
ン
プ
ル
情
報
が
中
心
で
あ
る
と

い
う
限
界
が
あ
っ
た
。

　

か
ね
て
金
融
機
関
は
、
サ
ン
プ
ル

情
報
の
増
加
や
外
部
情
報
の
取
り
込

み
に
よ
っ
て
推
測
の
精
度
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の
暗
黙

知
を
形
式
知
化
さ
せ
る
べ
く
後
継
者

育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
だ
が
、

デ
ー
タ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の

大
き
さ
や
、
個
別
教
育
に
よ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の
伝
受
だ
け
で
は
人
材
育
成
に

も
広
が
り
を
欠
く
問
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
処
理
速
度
と
記
憶
容
量
が
著
し

く
上
が
り
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
の
発
達
で
定
性
的
な
リ
ス
ク
情

瓜
生
・
糸
賀
法
律
事
務
所

弁
護
士
・
弁
理
士

長
野
聡
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報
の
悉
皆
的
な
学
習
が
容
易
に
な
っ

て
い
る
。
定
量
・
定
性
デ
ー
タ
を
学

習
し
た
推
論
を
鍛
え
る
こ
と
で
精
度

を
高
め
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
収
集
か
ら

推
論
、
結
果
の
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
の
一

連
の
事
務
の
自
動
化
が
容
易
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
企
業
内
外
デ
ー
タ

と
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
を

組
み
合
わ
せ
て
行
う
一
連
の
事
務
処

理
を
〝
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
〞
と
い

う
。

　

足
元
で
金
融
機
関
は
、
役
職
員
に

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
（
チ
ャ
ッ
ト
）
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等

の
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
さ
せ
る
べ
く
、

（
情
報
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
）
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
、
特
に
Ｌ

Ｌ
Ｍ
（
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
）
を
導

入
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
企
業
内
デ

ー
タ
を
Ｒ
Ａ
Ｇ
（
一
種
の
企
業
内
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で
結
合
し
て
、

文
章
や
そ
の
要
旨
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
資
料
の
作
成
、
Ｆ
Ａ
Ｑ
の
自

動
応
答
、
規
定
類
の
検
索
な
ど
、
業

務
効
率
化
に
活
用
し
て
い
る
。

　

他
方
、
事
業
会
社
で
の
Ａ
Ｉ
活
用

の
動
向
を
見
る
と
、
今
年
の
特
徴
は
、

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
導
入
が
爆
発

的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
だ
。
具
体

的
に
は
、
特
定
業
務
を
一
連
の
事
務

に
分
解
し
た
上
で
、
処
理
す
べ
き
業

務
内
容
の
Ｌ
Ｌ
Ｍ
に
よ
る
言
語
解
読

・
要
約⇒

企
業
内
外
デ
ー
タ
の
確
認

（
Ｒ
Ａ
Ｇ
）⇒

機
械
学
習
に
よ
る
可

否
の
判
断⇒

判
断
結
果
の
Ｌ
Ｌ
Ｍ
に

よ
る
文
章
化⇒

決
裁
権
限
者
へ
の
メ

ー
ル
送
付⇒

Ｌ
Ｌ
Ｍ
に
よ
る
対
顧
客

の
回
答
メ
ー
ル
作
成⇒

担
当
者
へ
の

Ａ
Ｉ
に
よ
る
処
理
情
報
還
元
と
い
っ

た
一
連
の
処
理
を
自
動
で
行
う
仕
組

み
を
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

さ
な
が
ら
に
自
然
言
語
で
Ａ
Ｉ
と
対

話
す
る
こ
と
で
構
築
す
る
。
自
動
化

さ
れ
、
自
律
的
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

の
あ
る
事
務
フ
ロ
ー
で
あ
る
Ａ
Ｉ
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
人
手
不
足
に
対
し

て
も
効
果
を
発
揮
し
よ
う
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
昨
年
末
ご
ろ
か

ら
生
成
Ａ
Ｉ
開
発
者
が
、
学
習
す
べ

き
公
表
デ
ー
タ
の
飽
和
を
受
け
、
推

論
機
能
の
規
模
拡
大
に
か
じ
を
切
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
生

成
Ａ
Ｉ
と
の
自
然
言
語
に
よ
る
対
話

応
答
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｉ
の
推
論
能
力

を
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
特
定
業
務

を
各
事
務
処
理
に
分
解
し
、
各
段
階

で
の
仕
事
を
Ｌ
Ｌ
Ｍ
や
機
械
学
習
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
読
み
込
み
に
割
り
当

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
自
社
内
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
を
完
全
自
動
化
す

る
Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

Ｎ
等
）
が
提
供
さ
れ
始
め
て
い
る
。

業
務
効
率
化
よ
り

大
き
な
利
用
価
値

　

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
導
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
業
務
効
率
化
だ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
ベ
テ
ラ
ン
の
暗
黙
知

に
依
拠
し
て
き
た
内
部
統
制
や
リ
ス

ク
管
理
、
不
正
の
予
兆
管
理
分
野
に

お
い
て
こ
そ
利
用
す
る
価
値
が
あ
る

と
い
え
る
。

　

信
用
リ
ス
ク
管
理
を
例
に
説
明
し

た
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
融
資
先
に
お

け
る
売
掛
金
の
入
金
や
仕
入
先
へ
の

出
金
の
急
減
、
在
庫
の
急
増
、
融
資

担
当
者
と
の
面
談
で
の
異
常
発
言
と

そ
の
態
度
、
信
用
情
報
会
社
の
警
告
、

他
行
担
当
の
話
な
ど
と
決
算
書
や
資

金
繰
り
と
の
関
係
を
解
析
す
る
こ
と

が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
暗
黙
知
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
お
い

て
、
形
式
知
の
推
論
と
し
て
鍛
え
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
図
表
）。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
各
店
舗
・
融

資
先
ご
と
の
入
出
金
デ
ー
タ
の
み
な

ら
ず
、
金
融
機
関
内
外
の
幅
広
い
定

量
・
定
性
情
報
を
悉
皆
的
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
や
教
師
デ
ー
タ
と
し
て
読
み

込
ま
せ
る
。
例
え
ば
、
大
口
仕
入
先

や
売
掛
先
自
体
の
入
出
金
デ
ー
タ
、

決
算
ご
と
の
各
勘
定
の
大
き
な
変
動
、

資
金
繰
り
表
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績

評
価
指
標
）
や
格
付
け
の
変
化
、
信

用
情
報
、
業
界
平
均
ト
レ
ン
ド
と
の

勘
定
の
乖
離
、
面
談
メ
モ
の
懸
念
事

項
、
業
界
ニ
ュ
ー
ス
、
ネ
ッ
ト
上
の

評
判
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
過
去
の
経
営
悪
化
や
倒
産

の
予
兆
と
比
較
し
て
推
論
モ
デ
ル
を

鍛
え
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
が
与
信
担
当

者
に
信
用
リ
ス
ク
変
化
を
警
告
し
、

与
信
判
断
を
見
直
す
と
い
う
フ
ィ
ー
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ド
バ
ッ
ク
モ
デ
ル
が
考
え
ら

れ
る
。
Ａ
Ｉ
の
分
析
・
警
告

と
管
理
・
監
視
に
関
す
る
ベ

テ
ラ
ン
の
直
観
と
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
推
論
効
率

を
上
げ
、
不
正
や
異
常
の
端

緒
を
よ
り
早
い
段
階
で
つ
か

み
得
る
。

　

で
は
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
例
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な

ど
生
成
Ａ
Ｉ
は
文
章
の
意
味

や
背
景
を
捉
え
る
こ
と
は
得

意
だ
が
、
判
断
基
準
が
明
ら

か
で
な
い
こ
と
が
難
点
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
例
の
メ
モ
を
生
成

Ａ
Ｉ
に
与
え
て
、
重
要
度

（
事
件
・
事
故
へ
の
つ
な
が

り
や
す
さ
）
を
ス
コ
ア
化
す

る
。
そ
の
上
で
、
例
え
ば
、

支
店
の
勘
定
の
変
化
、
支
店

の
業
績
や
検
査
・
監
査
の
成

績
と
の
関
係
を
統
計
解
析
し
、

事
件
・
事
故
と
の
関
係
を
示

す
基
準
を
立
て
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
様
の
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
事
例
が
生
じ
た
支
店
で
、
事
件

・
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
可
能
性
を

推
論
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
す

な
わ
ち
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
メ
モ

の
追
加⇒

当
該
メ
モ
の
重
要
性
判
断

⇒

支
店
・
取
引
先
・
業
務
等
の
多
様

な
切
り
口
に
よ
る
事
件
・
事
故
の
発

生
可
能
性
の
判
断⇒

要
警
告
の
場
合

の
本
部
や
支
店
へ
の
文
書
通
知
、
と

い
っ
た
一
連
の
事
務
フ
ロ
ー
を
自
動

化
し
た
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
作
成

で
き
る
。

　

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る
業
務

の
自
動
化
は
、
内
部
統
制
を
担
う
役

職
員
が
、
時
間
を
不
正
や
異
常
検
知

の
た
め
の
洞
察
に
、
よ
り
多
く
割
り

当
て
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。「
不

正
異
常
の
芽
は
小
さ
い
う
ち
に
摘

め
」
は
リ
ス
ク
管
理
の
鉄
則
で
あ
り
、

Ａ
Ｉ
の
導
入
は
、
内
部
統
制
力
の
強

化
に
結
び
付
く
。

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
導
入
と

従
来
の
シ
ス
テ
ム
開
発

　

Ａ
Ｉ
導
入
の
出
発
点
は
金
融
機
関

〔図表〕 融資先の業況悪化を検知・警告・管理するＡＩエージェント（骨格例）

（注） 　ＭＬ＝Machine Learning
（出所） 　筆者作成
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（決算情報、貸付／
引当勘定、資金繰り、
ＣＲＭ、個社採算、
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外部情報データベース
（信用情報、業界情報、
ネット公開情報）
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業界マクロ判断基準
過去の実績例

乙社
データベース
（同上）

信用格付け
データベース

甲社は大口売掛先乙社
の経営悪化により売掛
金回収は困難化、来月
には信用格付けが正常
先最下位に変更予定。
来週の同額継続は認め
るが、資金繰りモニタ
リング、在庫適正調査
を強化されたい。乙社
業況も可能な限り調査
ください。

メイン先である甲
社の財務内容の現
状、大口売掛先の
乙社の業況を踏ま
え、来週の甲社の
手形貸付満期時に
与信継続は可能
か？支店としては
モニタリング強化
による継続希望

〇〇支店長殿
照会ありがとうござい
ます。
甲社は大口売掛先乙社
の経営悪化により売掛
金回収は困難化、来月
には信用格付けが正常
先最下位に変更予定。
来週の同額継続は認め
るが、資金繰りモニタ
リング、在庫適正調査
を強化されたい。乙社
業況も可能な限り調査
ください。

支店長

①ＡＩエージェント
　から警告

③審査部からフィードバック

ＬＬＭ
メール
受け付け

ＬＬＭ ＲＡＧ ＭＬ ＬＬＭ
審査部
ベテラン
担当者

②支店長から
　相談メール

ＡＩエージェント

チェック

信頼性確認
信頼度：90％

高・中・低

優先度
判断

意図の
判断

返信メール
起案

判断基準
による
判断

条件等
必要情報
の抽出

ＦＡＱ　ＤＢ
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内
外
の
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
大
き
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
作
る
必
要
は
な
い
。
定
量

・
定
性
デ
ー
タ
の
あ
り
か
を
認
識
し
、

そ
こ
か
ら
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
不
断

に
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
て
推
論
を
繰
り

返
し
、
推
論
ロ
ジ
ッ
ク
を
見
直
し
な

が
ら
鍛
え
て
精
度
を
上
げ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
Ａ
Ｉ
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
に
書
か
せ
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
だ
が
、
シ
ス
テ
ム
の
企

画
は
人
間
が
す
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
デ
ー
タ
整
備
と
事
務
プ
ロ
セ
ス
の

企
画
は
、
金
融
機
関
の
役
職
員
が
主

体
と
な
ら
ね
ば
で
き
な
い
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
デ
ー
タ
に

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
含
む
個
人
情
報
、

企
業
秘
密
、
知
的
財
産
権
を
巡
る
法

規
制
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
デ
ー
タ

の
読
み
込
み
、
推
論
結
果
の
利
用
に

つ
い
て
、
内
外
法
制
の
み
な
ら
ず
、

約
款
や
契
約
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ｉ
ポ
リ

シ
ー
、
開
示
も
含
め
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
専
門
家
間
の
最
大
の
議
論
は
、

Ａ
Ｉ
の
誤
推
論
に
よ
り
顧
客
に
損
害

を
与
え
た
場
合
の
責
任
の
所
在
で
あ

る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
導
入
は
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
開

発
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

特
徴
的
な
の
は
、
第
一
に
デ
ー
タ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
全
社
的
に
す
べ
き
点
、

第
二
に
金
融
機
関
自
身
に
お
け
る
業

務
要
件
の
設
定
や
推
論
の
検
証
力
が

よ
り
重
要
と
な
る
点
、
第
三
に
特
定

業
務
の
各
事
務
処
理
へ
の
分
解
や
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
を
Ａ
Ｉ
が
担
え
る
点
で

あ
る
。
企
業
全
体
の
デ
ー
タ
管
理
の

重
要
性
は
、
推
論
の
質
と
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
両
面
か
ら
、
い
か
に
強

調
し
て
も
強
調
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な

い
。
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
の
Ａ
Ｉ
法

が
、
デ
ー
タ
と
推
論
の
証
跡
保
管
を

求
め
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
導
入
で
変
わ
る

職
員
の
役
割

　

も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｉ
も
道
具
で
あ
り
、

１
０
０
％
正
し
い
推
論
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
ら
し
く

「
う
そ
」
を
つ
く
こ
と
（
ハ
ル
シ
ネ

ー
シ
ョ
ン
）
も
ま
だ
多
い
。
ま
た
、

信
用
リ
ス
ク
管
理
で
は
Ａ
Ｉ
の
推
論

の
後
に
、
融
資
先
が
信
用
で
き
る
の

か
、
真
の
管
理
が
始
ま
る
と
も
い
え

る
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で
Ａ
Ｉ

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
利
用
し
な
い
で
よ

い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
Ａ

Ｉ
利
用
は
、
金
融
機
関
の
内
部
統
制

や
リ
ス
ク
管
理
の
必
要
条
件
で
あ
る
。

こ
れ
を
利
用
す
る
金
融
機
関
と
利
用

し
な
い
金
融
機
関
と
の
間
で
は
差
が

つ
き
得
る
。

　

実
際
Ａ
Ｉ
は
人
間
と
協
働
す
る
こ

と
で
エ
ラ
ー
を
減
ら
し
、
推
論
効
率

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
れ
に

よ
り
Ａ
Ｉ
の
計
算
量
も
減
少
で
き
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
電
力
確
保
も
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
問
題
で
あ
る
）。
リ

ス
ク
管
理
や
予
兆
管
理
で
も
、
Ａ
Ｉ

の
利
用
と
人
間
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り

予
測
精
度
が
向
上
し
、
リ
ス
ク
顕
現

化
の
端
緒
を
よ
り
早
く
つ
か
め
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ

の
推
論
ロ
ジ
ッ
ク
を
不
断
に
見
直
す

こ
と
が
金
融
機
関
に
は
欠
か
せ
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
担
う
役
職

員
の
育
成
と
教
育
、
リ
テ
ラ
シ
ー
向

上
を
併
せ
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
推
論
の
先
を
探
求
す

る
リ
ス
ク
管
理
の
プ
ロ
の
存
在
も
一

段
と
重
要
に
な
る
。
も
と
よ
り
Ａ
Ｉ

も
道
具
で
あ
り
、
自
分
の
目
で
見
て
、

自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の
脚
で
歩

く
習
慣
が
役
職
員
か
ら
失
わ
れ
て
は

本
末
転
倒
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り

金
融
機
関
の
役
職
員
が
不
要
に
な
る

の
で
は
な
く
、
仕
事
の
か
た
ち
が
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

れ
に
対
応
し
て
人
材
を
生
か
す
こ
と

こ
そ
経
営
に
は
求
め
ら
れ
よ
う
。

な
が
の　

さ
と
し

86
年
日
本
銀
行
入
行
。
18
年
弁
護
士

登
録
。
20
年
弁
理
士
登
録
。
訳
注
書

に
『
現
代
語
訳　

銀
行
業
務
改
善
隻

語
』（
近
代
セ
ー
ル
ス
社
）。

金融財政事情 2025． 9．3023


